
海外安全対策情報（平成２９年１０月～１２月） 

                            
 

１．地域情勢 

（１）デトロイト市 

コメリカパークなどが所在するダウンタウン、新たにＮＢＡデトロイト・ピストンズの

本拠地となったリトルシーザース・アリーナやデトロイト美術館（DIA）が所在するミッ

ドタウンを中心に治安は回復傾向にあります。2017年中に市内で発生した殺人事件数も、

過去50年間で最小となる267件（前年比38件減）となりました。 

一方で、上記エリアを除く廃墟が残る地域では、依然として殺人や強盗等の凶悪犯罪が

多発しています。また、ダウンタウンやミッドタウンでも人通りが少なくなる深夜帯には

強盗、銃撃事件が発生しています。 

デトロイト市の治安は回復しつつありますが、依然として凶悪犯罪が多発する全米有数

の危険な都市であることを念頭に、廃墟が残る地域には興味本身等で立ち入らず、ダウン

タウンやミッドタウンにおいても深夜帯の外出は控えるよう注意して下さい。 

 

（２）コロンバス市（オハイオ州）における治安の悪化 

   人口の増加に伴い治安も悪化傾向となっています。2017年中に発生した殺人事件は過去

最悪となる143件（前年比52件増）で、他の犯罪も増加傾向にあります。 

凶悪犯罪の多くは貧困層が集まるエリアで発生しており、ダウンタウンの治安に問題は

ありませんが、人通りが少ない路地への立入りや夜間の外出は控える、強盗等に遭った際

は抵抗しないなど、犯罪に対する基本的な警戒は怠らないようご注意下さい。 

また、市警察は「殺人事件の大多数はギャングによる抗争事件で、一般市民を対象とし

ていない」としていますが、約75％で銃器が使用されており、ナイトクラブでの銃撃事案

も散発していますので、これらの場所には立ち入らないようお願いします（銃撃事案に遭

遇した場合の対処方法は下記３を参考として下さい）。 

 

【2017年中の殺人事件の発生場所】 

 



（３）その他の地域 

邦人が多く居住するノバイ市（ミシガン州）やダブリン市（オハイオ州）等の治安は引

き続き良好ですが、都市部では若者同士のトラブルが銃撃に発展する事案が散発していま

すので、特にナイトクラブやイベント会場など、若者が多く集まる場所ではご注意下さい。 

 

２．犯罪発生状況 

  管轄内の主要都市と邦人が多く居住する地域の犯罪発生状況（件数）は以下のとおりです

（期間：2017年10月1日から12月1日。括弧内は前３か月期比）。 

州 都市名 殺人 性犯罪 強盗 侵入盗 車上荒らし 自動車盗 

ミ

シ

ガ

ン

州 

デトロイト 
38 

(-21) 

150 

(-137) 

593 

(-113) 

2054 

(+58) 

1326 

(-585) 

1680 

(-288) 

ノバイ 
0 

(±0) 

0 

(±0) 

3 

(+3) 

11 

(-2) 

29 

(-15) 

3 

(+7) 

アナーバー 
0 

(±0) 

22 

(-3) 

14 

(+4) 

88 

(＋13) 

158 

(+38) 

23 

(-6) 

オ

ハ

イ

オ

州 

ダブリン 
1 

(+1) 

0 

(±0) 

3 

(+3) 

11 

(+7) 

54 

(+4) 

10 

(+4) 

コロンバス 
40 

(+13) 

17 

(+11) 

590 

(-22) 

1473 

(-3) 

2334 

(+280) 

1157 

(+238) 

シンシナティ 
15 

(-5) 

67 

(-9) 

282 

(-40) 

729 

(-176) 

852 

(-110) 

400 

(+30) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．テロ情勢 

  ミシガン州とオハイオ州内での具体的な脅威情報には接していませんが、当地の治安当局 

も「個人によるテロを完全に阻止することは困難で、いかなる場所でも注意は常に必要」と 

の見解を示しています。 

米国内の各地でも、不特定多数をターゲットとした自動車による突入テロや銃乱射事案等 

が発生しています。 
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イベント会場やショッピングモール、空港など多数が集まる場所では、特に周囲の状況に 

配意し、挙動不審な者や置き去りのバッグなど不審を感じた際は、その場を離れるようにし

て下さい。また、事件に遭遇した場合は被害を最小限に抑えるため、警察官等の指示に従い

行動する、パニック状態となった群衆の中で負傷するおそれもあるので、周囲がパニック状

態になっても冷静を保つように努める等に留意して下さい。 

事件の形態別の注意事項については以下のとおりです。 

【車両突入の場合】 

○ガードレールや街灯などの遮へい物がない歩道では危険が増すことに留意する。 

○遮へい物がない歩道ではできるだけ道路側ではなく建物側を歩く。 

【爆弾，銃撃等に遭遇した場合】 

○その場に伏せる。あるいは頑丈なものの陰に隠れる。 

○周囲を確認し、可能であれば銃撃音等から離れるよう、速やかに低い姿勢を保ちつつ

安全な場所に避難する。出入口に殺到して将棋倒しなどの二次的な被害に遭わないよう

注意する。 

 

４．日系企業の安全等に関わる諸問題 

  デモやヘイトクライムなど対日感情の悪化に関係する事案は把握していません。 


